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岸
萬
塗
装

（本
社

・
焼

津
市
浜
当
日
８
９
０
、
岸

昌
則
社
長
）
は
、
県
東
部

地
区
の
貯
水
タ
ン
ク
外
壁

塗
装
６
０
０
０
立
方
研

で
、
遮
熱

・
排
熱
機
能
に

優
れ
た
特
殊
塗
料

「
ア
ド

グ
リ
ー

ン
コ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
」

を
採
用
し
た
施
工
に
取
り

組
む
。

こ
の
濃
熱
ふ
款
墓
蒋

の
異

の
書

は
、
最

状
の
微
粒
子
ア
ド
マ
フ
ァ

イ
ン

（０

・
２

μ
～
２

・

Ｏ

μ
）
の
無
孔
質
フ
ァ
イ

ン
セ
ラ
ミ
ヽ
ッ
ク
を
採
用
し
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腱
婢
駿
懸
辞
言
ア
ド
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
」

県
東
部
の
貯
水
タ
ン
ク
塗
装
で
施
工

て
い
る
点
。
高
熱
伝
導
、

低
熱
膨
張
、
耐
熱
向
上
な

ど
の
機
能
を
も
ち
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
電

気
、
自
蟄

一、
医
療
機
器

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

応
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。

同
社
は
地
球
温
暖
化
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

対
策
と
し
て
、
ア
ド
マ
フ

ア
イ
ン
の
性
能
を
建
築
塗

料
に
応
用
し
た
唯

一
の
機

能
性
塗
料

（国
際
共
同
特
許

出
顧
済
み
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登

録
）
と
し
て
注
目
。
真
球
の

無
孔
質
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ

ク
は
、
粒
子
の
大
き
さ
が

一

定
で
均

一
に
塗
布
す
る
こ
と

が
で
き
、
き
め
細
か
な
塗
膜

を
形
成
す
る
た
め
、
低
膨
張

で
破
裂
リ
ス
ク
が

少
な
く
、
防
汚
力

や
耐
久
性
に
優
れ

て
い
る
。

日
村
邦
良
常
務

は
、
ア
ド
グ
リ
ー

ン
コ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
に

つ
い
て

「
熱
伝
導

率

が

非

常

に
良

く
、
反
射
で
き
な

か

っ
た
熱
を
蓄
積

さ
せ
る
こ
と
な
く

排
熱
す
る
た
め
建
材
に
熱
が

伝
わ
り
に
く
い
。
工
場
、
食

庫
、

市
悴
雙
毛
、
マ
ン
シ
ョ

ン
、
一●
師
、
コ
椰
量
羨
２
所
の

塗
装
ほ
か
、
屋
上
の
シ
ー
ト

防
水
や
配
管
設
備
な
ど
に
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
」

と
自
信
を
見
せ
る
。

ま
た
、

「当
社
で
は
顧
客

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
消
熱

・

防
汚

・
防
火
塗
料
や
、
窓
ガ

ラ
ス
に
塗
る
だ
け
で
断
熱
、

節
電
効
果
を
発
揮
す
る
特
殊

塗
料
０
９
ツ
扱

っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
エ
コ
に
貢
献
す
る
塗

料
と
し
て
積
極
的
に
営
業
展

開
し
て
い
く
」
と
話
す
０

Ｖ
間
い
合
わ
せ
先
‐‐
電
話
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一般鑑 の施工例


